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蕎好番　冠 り損 部
　　VIIII．r’V’i

月評i

　　　　　　　　　　太陽諜月例報告

　　　　　　　　　　太陽課幹事　　柴田淑次

　四月の花も過ぎ去って愈々若々しい青葉の頃ミなった．太陽活動も，今

は其手燧を残しつSあるのであって，丁度新星の末路を見るが如く，攣々

極まりない．だがしかし，飴儘ε云っても末路ε云っても，そう急激に沈

滞期にあるのでなく，なにしろ昨年の終り頃が最大であった今日の事であ

るから，あんまり大きな聲では云へない．事實此頃は，割合に相封藪のカ

ーブが高く上り，始終七，八十に達してみる．相封一二，八十〉一云へばま

つ多い方ミ云はねばならない．でもその爲めか汐うかは知らないが，近頃

の氣候はεても氣狂ひじみてみる．五月ミ云ふのに霜が降りナこり，高知縣

に雪が降ったり，花見ε雪見ε一緒に出面る様ぢや，さても長生きはしナこ

いもの一？　太陽黒黒占ミ氣候ySの透歯は，此頃しばしば耳にする所であ

るが，此頃の所謂モダーンタイプな方々から，その關係をよく問はれる．

その中でも壷焼ミの關係ならまだしも，

此頃の入は，自分の氣に喰はない事は皆

黒鮎のせいにしてるるらしい．此間も，議

會で小選學医案の論職のあっk時も，或

人に「こんなに議會が騒ぐのは黒馳の影

響ですか」なんて眞面目に質問されて，

完全に一本参つた・下鮎こ氣候εの關係

すら議論百出の今の世に，此のデリクー

トな入間の頭ミ黒鮎εを結びつけるのは

そりやチト無理で御座います．

　拐脱線はそれ位にして，本四月の太陽

活動について一言しやう．

日　付

撮
影
畦
聞
　
　
¶ 撮影者

IV月2日 13時00分 Sibata

2 13　04 〃

5 10　46 〃

5 10　48 〃

13 8　57 〃

15 13　00 〃

15 13　01 〃

16 9　　3 〃

16 9　　4 〃

17 12　16 〃

17 12　17 〃

23 10　35 Murakami

23 1C　37 〃

27 11　53 ク

27 11　56 〃
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本月も三月ミ同様十日前後が最も活動しナこ．肉眼に見えるような黒鮎の出

現したのも十日頃，下鮎群鍬の最も多かったのも十日頃である，南北爾牛

球にわけて見ても，先月S同様やつばり南4≧球が活動してみる，しかし南

牟球の黒鮎群は北皐球に比べで，さちらかミ云へばすべて短命であった，

　昨年に比べて今年は，非常に天冠がわるい一ミ云ふよりも士流が，全

々目茶苦茶である，昨年四月五月頃の朝の氣流は誠に申分なき迄，良好で

あったが，今年はもう朝の九時になれば全く駄目になる．爲眞撮影もそれ

だけ制限される．癌に障るが不足のもって行く所がない．

　五月でもつて私が太陽の爲眞撮影を正式に初めてから満一ク年になる．

何虚かで一年間にkまった爲眞を並べて一週年紀念の催しを盛大にやりた

いが，實の所飴り感心した露眞も多く撮れなかったので御遠慮申し上げや

う

　此頃の太陽黒黒占齪評者は可なり多数にある．其観測結果を一つ一一つ護表

したいのであるが，毎月全部の報告の到着するのが，天界の原稿の締切り

に間に合はない場合も多かった．それ故，これだけは，3うしても一ケ月

おくらせねばならす，前の方で爲眞乾板から，その月の概況を述べておき

ながら，後でそれより一ケ月前の報告をするのは少し書き辛いし，一ク月

が二度になって報告される事になるので，今迄は書かなかった．しかし此

れからは（來月割から）この欄に各観測者の毎月の報告2s　L」まミめにして

獲表する事にする．その代り一ケ月興れナこ月の報告であるから，見る揚合，

お誤りなき様，豫め御断り致して置く．

　最後に例によって七月のP。B。　L。をのせる．

下表にも見る如く，P。は段々少くなって行く．B。は月初めに，マイナスよ

りプラスになる事に注意．白洲，B。＝・Oのミきには太陽の赤道は直線になっ

て見える．B＝±1。以丙なれば普通の黒貼の南北牟球決定には，赤道を直

線ミ見てさし支へない．

日　付　1 ：Pゆ BD Lo
o o o

6月50 ＿14．14 一〇．12 34．39
10 12ユ3 十〇．48 328．21
15 10．02 1．08 262．03

20 7．85 1．68 198．85
25 5．62 2．26 129．66

30 ＿3．35 十2．82 63．48

註，以上の値：に日本中央標準時の午前九時に相當する・
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　　　　　　　　　　　襯測部流星課報告

　　　　　　　　　　課長　小　愼　孝　＝＝　郎

二月中三一を報告された方は下記の通りである．

齪　測　者

小愼孝二郎

登尾畳一

武重工仙

原田峯太郎

田中鐵馬

村地孝一

改焚香鳩

略符lan 測 地

（Ko）

（No）

（Ts）

（Hca）

（Ta）

（Mu）

（Ka）

和歌山縣有田郡金屋

和歌山縣有田郡長谷川

長野市北石堂町

大分市大分橋通三丁H

幅岡市外箱崎町中小路

名古屋市第八高等學校

紳戸市西須磨關守上

凝測時間

290ni

200

290

495

340

60

195

齪測個数

7
2
2
6
2
1
1

3
2
2
0
0
2

　　　　総襯測量数　　1870an　　　　　　　総額員姻数　　141個

　1．以上の流星を各日別に記せば次の通りざなる．観測不能及擬測なき

日は省いて置いナこ．

「 「 1

観測者 1 3 41
@i

5
6
・
1
　
7
　
1

8

1
・
・
　 11 14 15 16 17 22 23

…
一 ヨ

1

（Ko） 0 ！ 71 30

（No）
…
ζ 22
i

（Ts） 1 7 1 1
1
…

12

（Ha）
1 1

i

3 10 7 8 8

（Ta）
！
…

1
3
ト

7 12 0

（Mu）
i
ト

0
　
［
1
1旨

ト
「

（Ka）

I
l

■ 1
［
　
…

0 0

「

一
「

合　計 0 1
71

1
　1P14 8

i
　
　
…

3 7 工0 7 8 84 0 0
ト 1

ヌ

炉
1 1

2・槻測されたる流星申0等以上のものを次に集録すれば，
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．
．
．
日
付
［
1
7

〃
〃
〃

時刻

2h　14m

3　58

4　47

0　20

凝測者

（Ko）

（Ko）

（No）

（Ta）

確
度
「
4
1
4
5

㎏績1

時間．光度

O？21　O

O．3［　O

o．s　1－1

0，31　O

勘
τ
取
㎎
颪

色

W
R

B

X？LT

其他

痕
痕・著

013

出現黙 浦山鮎

　　229．5

2窪6

22壬

200

E ct

　　十23

十7．5

十42

十〇。5

　ロ229，5

261

201

190

“
0

　　十23

＿2．5

十49

－7

備考

停止流星

上ノ流星
ト同一ノ
モノカ？

第一ノモ
ノト同一
群力？

3．観測より導びきたる輻射黒占は下記の様である．

日付

4
0
4
5
6
4
6
7

　
1
1
1
1
1
1
1

〃
〃
〃
．
〃
〃
〃
〃

凝測時間

3h　Omr＞sh　om

l　30　一3　・

O　30　一．2　20

0　30　一一．1　30

0　or　一1　30

93：　：i　：g］

O　O　一．3　0

1　45　e5　0

　　11

　　×7

　　11

　　11

　　11

31］30rnr＞4h50m

齪識者

（Ts）

（Ila）

（Ha）

（Ta）

（Ko．　No）

〃
〃
〃
〃

　
の

〃
T

　
（

Radiant

R．A

2bi　2

167

15・　2

197

ユ96．5

232

Decl

　　ト
229・5

232　1

223

180

　　1
248

十42

十21

6
　
2
5
2
1
1
2
3
4
1
3
6
5
6
1
5

十
　
十
十
十
十
十
十
十
十

個数

　
　
8
　
　7

　
　
　
　
’
ー
ノ

3
2
2
3
1
4
3
4
4
5
4
6
4
4
4

備 考

v．一Bootid

E－1．eonid

）
　

）

良
良

（
　

（

（良）一個ノ停正流1．チ含ム

u・一　Bootid

　以上の中（良）は輻射貼の位置の正確なものである．

　4，流星の同時観測

　17日観測中に大分市の原田氏ε福岡市の田中氏が同一流星を二個齪測さ

れてるる．結果は後日まミめて報告すちこεこする，（4．26）
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　攣光星糊測報告　（6）

攣光星課幹事 小山秋雄

槻 測　　　者

　
　
　
　

路
町
都
島

　
杵
　
見

淡
臼
京
鹿

〆
k
（
（
（

テ

サ
績
彦
雄
彦

イ

　
壽
秋
静

津
井
山
原

今
癌
小
中

器 械

ガリソオ式双眼鏡（4×）
がりソナ式双眼鏡（3・5×），．肉眼

18糎屈折，33糎反射
13．5糎屈折（71×）

　
月
　
日
　
時
刻
一

i黙劇 備考襯測者 月　日　畦刻 瞬三面者
044950b　ぎょしや の　A：B（Aur．） 0545m　うし の SU（Tau．）．

1928年
@9　10　　3　｛
P0　13　　2

@　　16　　2
P1　10　　0

@　　10　　23

7．0

V．1

V．2

V．1

V．1

以下13センチ小山

@　　　　多

@　　　　多

1929年　4　　1　20

@　　2　　20
@　　3　　21
@　　4　　20

｝
1
：
鎖
l
l
：
l
i

小山
V
中
原
小
山

5　　20 10．5 〃

11　　22 7．0 〃

12　　20 72 〃
5　　20 10．7 中原

17　　21 7．0． 〃 7　20 10．7 〃

21　　2 7．2 〃
10　　20 10．2 小山

1929年　1　　6　22

7．2 以下フア仁ダー’7

15　　21
P6　　20

102
P0．1

月　　　申原
禔@　　小山

　　7　　19
＝@12　21
@　13　　20

72
V2
V．2

多
〃

22　　20
Q9　　20

10．8

P1．6

月　　　中原33センチ低空小山

5　　7　20 7．3 〃 4月上旬は又智光、し更に17日頃よリ

15　　21
Q9　　21

7．3

V」
月明　曇　　〃

@　　　　〃

直線的に下降しほじめずこ・アルゴル
rよく似ナこ光度曲線な呈してみる

4　　1　20 7．2 〃 のは注目に値する．

2　　21 72 薄曇　　　〃
4　　20 7．0 〃 060547ぎょしや の SS（Aur．）

5　　21

V　　19

P0　　21
P5　　21

Q9　　21

7ユ
V．0

V．2

V．2

V．1

ファインダー　中原

V　薄曇　〃
@　　　小山13・5センチ月中原18センチ低空小山

1929年　4　　1　20

@　　2　　20
@　　4　　20
@　　5　　20

〈13．8

モP4・5

モP4．5

ｭ14．5

　　　　小山
ﾈ下33センチ〃

@　　　　多

RCor．型． 8等以下に下る事がある・ 5　　22 く12．6 中原

045445　ぎょしや の ε（Aur，）
7　21 く12．6 〃

1929年 10　　20 〈14．5 小山

5　29　20 4．0 肉眼　　　轟井 14　　22 〈13．8 月　　　〃
4　　2　20 4．0 〃　　　　　　〃 15　　21 く12．6 月　　　中原

2　　20 4．1 今津 16　　20 〈12・0 月18センチ小山

4　　21 4．0 〃

5　　20 4．1 〃 22　　20 ＜12．6 月　　　中原

7　20 4．1 〃
29　　20．5 10．8 18センチ　小山

7　　21
P2　　20
P5　　21

4．0

S．1

S．1

双眼鏡　　島井

@　　　今津
氏@　　　〃

最も注意な要する星・
Lする人の共同か望む．

有力な器械か
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月　日　蒔刻 光度瞬考翻者

　062047

1929年
　4　　1
　　　2
　　　4
　　　4

　　　5
　　　5
　　　7
　　10
　　22

　　29

ぎょしやのAG（Aur．）

0
1
0
1
　
1
0
1
0
0
　
1

2
2
2
2
　
2
2
2
2
2
　
2

0
8
2
1

0
0
0
0

1
1
1
1

9
3
9
阿
D
μ
0

9
0
9
0
0

　
1
　

1
1 501

月

4月末に極小ゐ9すんだらしい．

　104620ヒドラ

1929年

　4　3　21
　　　4　22
　　　7　20

の

3
0
9

8
8
7

杣
〃
〃
噸
〃
杣
囎
噸
杣

V　（Hya．）

市街燈に　中原
さま†二げらる　　〃

　　　　　11

月騰矧光度構翻者
昨年末数年振りで7・0迄上った．今
後の魏詑則［工興味があろ．

154428　　ヵ↓んむり　　の　　R　（COr．）

1929年

4　　2
　　壬

　　8

　　7

　　8
　　9
　　12
　　15

3
2
1

Ω
6
り
酬
0
ρ

1
1
0
自

2
2
2

2
2
2
2
2
　
2
3
2
2

6
6
6
6
6
　
6
6
6
6

今津
11

17

11

71

17

．7

11

11

ユ923年に12．6迄下つナニがそれ以來
6．0等内外な駆けてみる・

極大近い泥々

　双眼鏡で観測できるミラ型の中では

　　　くじらの　07月下旬　　　　　　　くじら　の　T　7月6U

　　はくてう　　 （⊇）　　A］『　　6A18日　　　　　　　みつカ、め　　の　　R　　6月16日

　特に三ラは6月下旬には早朝東天低く智慮鏡にて観測できるから，極大

に達する迄に充分に目測をしてほしい．1596年Fabriciusの三見以下第367

番目の極大である．

　なほ今から観るのには少しおそいかも知れないが，

　　ケンタウルスのT6月申旬　　はくてう　のγ6月初
　　ヒドラ　の　W　5．月末　　　　　　をとめ　の　S　6月12日

観測用星圖希望者は攣光星課宛照會の事．（小山）


